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●唐津市ホームページ http://www.city.karatsu.lg.jp

●人口	 125,601人 （前月比−7人）
（5月1日現在）	 男:59,115人(±0)/女:66,486人(−7)

●世帯数	 50,263世帯 （前月比+155世帯）
（5月1日現在）



豚みそ丼
　どんぶりは手早く作れる一方、栄養がかた
よりがち。豚肉だけでなく、いろいろな野菜
を加えることでバランス良く、また彩りよく
仕上げました。

材料 （４人分）�＜１人分約389kcal　塩分1.0g＞

作り方

精白米 ２合
麦 20g
豚こま切れ 200g
玉ねぎ 1/2個
えのきだけ 1/2袋
にら 1/3袋
ごま油 小さじ２
麦味噌 大さじ２
砂糖 小さじ２
パプリカ（赤） 大1/3個
パプリカ（黄） 大1/3個
長ネギ 少量

米を洗っていつもと同じ水加減にする。そこ
へ麦を加え、麦の２倍量の水（40㎖）を入れる。
30分程度浸水させる。

玉ねぎはうす切り、えのきは半分に切る。に
らは２cmの長さに切り、パプリカはそれぞれ
細切りにする。豚肉は食べやすい大きさに切
る。長ネギは白髪ねぎにし、水にさらしておく。

フライパンにごま油を熱し、豚肉、玉ねぎ、
えのきを炒

いた

め、麦味噌、砂糖で味付けする。

にらとパプリカを加えてさっと炒める。

大きめの器にご飯をよそい、4をのせ、白髪
ねぎを飾る。
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日
本
の
滝
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
見
帰

り
の
滝
。
６
月
初
旬
か
ら
約
１
か
月
間
、
色

と
り
ど
り
の
あ
じ
さ
い
が
美
し
い
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
期
間
中
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

　
美
し
い
見
帰
り
の
滝
と
あ
じ
さ
い
を
、
地

域
で
守
り
育
て
て
き
た
伊
岐
佐
地
区
の
皆
さ

ん
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
あ
じ
さ
い
は
一
年
中
、
せ
ん
定
や
雑
草

取
り
な
ど
の
手
入
れ
、
肥
料
ま
き
な
ど
、
き

め
細
か
い
世
話
が
必
要
で
す
。
観
光
客
の
方

か
ら『
よ
く
咲
い
て
い
る
ね
』『
キ
レ
イ
だ
ね
』

と
お
褒
め
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
と
き
の
達
成

感
は
た
ま
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
の
は
、
長
年

に
わ
た
り
あ
じ
さ
い
の
手
入
れ
を
さ
れ
て
い

る
井い

の

上う
え

延え
ん

吉き
ち

さ
ん
（
写
真
左
か
ら
２
人
目
）。

　
さ
ら
に
金か

な

嶽た
け

實み
の
るさ
ん
（
写
真
右
端
）
は
「
見

帰
り
の
滝
へ
と
続
く
道
は
、
約
90
年
前
に
地

域
で
協
力
し
て
作
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
歩
み
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
記
念
碑
も

あ
り
ま
す
。
先
人
た
ち
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、

後
世
に
も
広
め
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
あ
じ
さ
い
が
咲
き
誇
る
見
帰
り

の
滝
で
梅
雨
の
一
日
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

地域のみんなで作り上げる
「あじさいまつり」
ぜひお越しください

相知町伊岐佐地区の皆さん
（18ページに関連記事）
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表紙のはなし

高校生が旧大島邸の工事現場を見学
　５月13日、唐津工業高校建築科の１年生40
人が、旧大島邸の工事現場を見学しました。こ
の見学会は、ものづくりを学ぶ高校生に日本家
屋の伝統的な構造や工法に触れてもらうために
行われたものです。
　旧大島邸は、来年３月の工事完了を目標に、
当時の柱や天井板などのうち約半分の木材を使
用しながら復原工事が行われています。見学し
た生徒たちは、移築復原の経緯や工事の進ちょ
く状況などの説明を受けた後に、熱心に主屋や
茶室の中を見学しました。
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肥前 ぼたんと芍薬まつり

　肥前町の「ぼたんと緑の丘」で、ぼたんと芍
しゃく

薬
やく

まつりが開催されました。
　色鮮やかな100種類2,500株のぼたんと30種
類35,000本の芍薬が、訪れた人を魅了していま
した。
　期間中は、ぼたん苗やイワガキなどの特産品
販売やぼたん苗の抽せん会などのイベントが行
われ大いににぎわいました。

（４月15日～５月８日）

相知 地域の結束力！相知町民運動会

　第42回唐津市相知町民運動会が天徳の丘運動公園
で開催され、町内７地区から大勢の人が参加しました。
　皆さんの思いが通じたのか、前日からの雨も上が
り、幼児からお年寄りまで競技に参加し、ふれあい玉
入れ、かけっこ競走、男女大縄跳び、ゴルフ合戦、消防
団による分団対抗の人間ばんばなどが行われました。
　特に、男女混合綱引き、地区対抗リレーは盛んな応
援の中、熱戦が繰り広げられ地域の結束力を感じまし
た。
　今年は、総合部門と地区対抗リレーで北部地区が優
勝しました。� （４月24日）

厳木 天川しゃくなげまつり

　「天川しゃくなげまつり」が、旧天山発電所展示館広
場で開催されました。会場では、地元産の野菜やしゃ
くなげの苗木、工芸品などが展示販売され、買い求め
る多くの客でにぎわいました。ステージでは、山本智
子歌謡ショーや舞踊が披露され、まつり会場を盛り上
げていました。
　終盤に行われたジャンボガラポンによるビンゴ大
会では、「米の食味ランキング」で３年連続“特Ａ”評
価を受けた天川コシヒカリ（特別栽培）が賞品という
ことで、番号札が読み上げられるたびに会場が沸き、
当選された方々は、ずしりと重いコシヒカリを受け取
りながらも終始満面の笑顔でした。� （４月24日）
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まちかどのSCENE
地域のできごと・話題



　ひれふりランドで行われていた「かるたと日本
文化」「囲碁」「太極拳」のサークル活動にお邪魔
しました。
　「かるた」では五色百人一首が行われていまし
たがみんな真剣に取り札を見つめていました。講
師の方が上の句を読み上げると映画の「ちはやふ
る」さながら手でパンと払って取る生徒もいまし
た。

　「囲碁」の会場では講師の方の説明を受けなが
ら対局している生徒たちが後輩に教えながら対
局している場面などほほえましく見学しました。
生徒に聞きましたら「むずかしいけど面白い」と
返ってきました。
　また「太極拳」ではちょうどレッスンが終わっ
たところで、「今まで練習したところを見てもら
いましょう」ということで案内してくださった先
生と一緒に演舞を見せていただきましたが講師
の方は「子どもたちは覚えが早いです」と言われ
ました。

　サークルは他にも浜崎祇園囃子やゲートボー
ル・料理など21のサークルがあり、生徒たちがそ
の中から希望して参加します。
　学校の活動では体験しないことなどを地域の
人の協力を得て小学生・中学生・地域の人が一体
になって有意義な交流が行われました。

（５月11日）

北波多 交通安全祈願のかわいいお守り
　北波多地区民生・児童委員協議会から北波多小学校
の１年生に手作りの「見守り地蔵」が贈られました。
　手芸用軍手やフェルトを使って作られたいろいろ
な表情のお地蔵さんは、子どもたちの交通安全への
祈りが込められています。
　贈られたお守りを手に取った小学生たちは、温か
い笑顔になりました。これからこのお守りが、優しく
子どもたちを見守ってくれることでしょう。

（４月20日）

浜玉 熱戦！ソフトボール大会
　平成28年度の浜玉地区で開催されるスポーツ大会
の皮切りとなる、恒例のソフトボール大会が開催さ
れました。前日の雨もやみ、各地区から20チームが参
加し、大きな声援を背に、白熱した試合が繰り広げら
れました。
　結果は、横田下地区が２年連続の優勝を果たしま
した。準優勝は横田上地区でした。� （４月24日）
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村
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小中連携サークルクラブ活動



　４月14日21時26分以降、熊本県を中心とし
て、大きな地震が相次ぎました。唐津市内でも最
大震度４を記録し、震度５弱を記録した福岡西方
沖地震（平成17年）以来の恐怖が襲いました。

　自然災害は突然やってきます。自分と大切な人の
命を守るため、災害を知り、自分の住む地域を知り、
日頃から備えることが大切です。
問い合わせ   危機管理防災課（☎７２−９２６０）

西原村の避難所で子どもたちと交流

市民の皆さんから寄せられた支援物資

　市が派遣した給水車による給水活動

グラウンドに積まれたごみ

避難所での物資の仕分け作業

　雨の中、下水道の作業を行う派遣職員

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地震から学ぶ ～災害から命を守るために～
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9,915,210円　■5月11日時点の義援金

　皆さんの心温まるご協力、ありがとうございま
す。寄せられた義援金は、日本赤十字社を通じて被
災者の支援に役立てられます。
募金箱設置場所
　市役所本庁玄関ホール、各市民センター、唐津市
社会福祉協議会本所・支所

「
大
地
震
」
か
ら
１
か
月
半
、

唐
津
市
が
で
き
る
こ
と

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
の
発
生
後
、被

災
地
で
は
国
を
あ
げ
て
の
復
旧・
復
興

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。唐
津
市

で
も
災
害
発
生
後
す
ぐ
に
、緊
急
消
防

援
助
隊
や
水
道
局
の
職
員
、保
健
師
な

ど
90
人
を
超
え
る
市
の
職
員
を
派
遣

し
、全
力
で
被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、募
金
箱
を
設
置
し
義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
左
）。し
か

し
、現
在
で
も
被
災
地
で
は
、が
れ
き
撤

去
な
ど
の
作
業
が
続
き
、１
万
３
千
人

を
超
え
る
人（
５
月
８
日
時
点
）が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

唐
津
市
で
は
引
き
続
き
、被
災
地
へ

の
職
員
派
遣
や
避
難
者
の
受
け
入
れ
、

義
援
金
の
受
け
付
け
な
ど
、で
き
る
限

り
の
継
続
し
た
支
援
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
部
の

収
益
金
か
ら
１
千
万
円
を
支
援
金
と
し

て
寄
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
も
し
も
」が
起
き
た
と
き

　

地
震・
津
波・
洪
水・
土
砂
災
害
な

ど
、自
然
災
害
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。市
内
で

も
こ
れ
ま
で
に
、台
風
や
梅
雨
前
線
な

ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
、浸
水
や

土
砂
崩
れ
な
ど
の
風
水
害
が
何
度
も

発
生
し
て
い
ま
す
。今
回
の
熊
本
地
震

で
も
、市
内
で
建
物
や
石
垣
の
一
部
損

壊
、避
難
時
の
転
倒
に
よ
る
け
が
な
ど

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
備
え
、災
害

が
発
生
し
た
と
き
の
避
難
の
準
備
や

冷
静
な
行
動
に
よ
り
、自
分
と
大
切
な

人
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。防

災
意
識
を
高
め
る
た
め
、私
た
ち
に
は

何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

最
も
必
要
な
の
は
、

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
―
―　

　
４
月
25
日
か
ら
８
日
間
、被
災
地
支
援
派
遣
職
員
（
第

１
陣
）
と
し
て
被
災
地
へ
行
き
ま
し
た
。私
た
ち
職
員
５

人
が
派
遣
さ
れ
た
熊
本
県
西
原
村
で
は
、千
人
以
上
の
被

災
者
が
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し

た
。私
た
ち
は
班
ご
と
に
分
か
れ
、避
難
所
で
支
援
物
資

の
配
付・
管
理
や
炊
き
出
し
、山
の
よ
う
に
積
ま
れ
た
ご

み
の
分
別
作
業
、道
路
の
片
付
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

余
震
が
続
く
中
で
の
作
業
で
し
た
が
、暗
い
顔
を
見
せ
ず

笑
顔
で
活
動
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。住
民
の
皆
さ
ん

が
辛
い
状
況
の
中
で
「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、水
道
が
一
部
復
旧
し
た
と

き
の「
水
が
出
た
」「
水
の
音
が
聞
こ
え
た
」と
い
う
喜
ば

れ
て
い
た
顔
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、緊
急
時
に
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
が
多
く
、指
示
を
待
っ
て
か
ら

行
動
す
る
の
で
は
な
く
、積
極
的
に
情
報
を
収
集
し
的
確

な
判
断
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。も
し
唐

津
市
で
大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
場
合
に
は
、最
新
の
情

報
を
集
め
、住
民
の
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
を
迅
速

に
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
最
終
的
に
大
事
な
も
の
は
「
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。緊
急
時
だ
か
ら
こ
そ
、家
族

や
地
域
の
人
と
協
力
し
励
ま
し
合
い
、み
ん
な
で
乗
り
越

え
て
い
く
と
い
う
意
識
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

被災地支援のため
8日間、西原村に派遣

みなと振興課　鈴
すず

木
き

紹
しょう

家の中の安全対策のポイント（地震の場合）

家の中に、家具
のない安全なス
ペースを確保す
る

寝室や、子ども・
高齢者・病人の
いる部屋には、
倒れそうな家具
を置かない

出入り口や通路
に物を置かない

家具の向きを工
夫する

机などで防御す
る

ドアが開くよう
な位置・向きに

寝室や出入り口付近で家具を固定できないときはポイント
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私
た
ち
に
で
き
る「
備
え
」

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、何
よ
り

も
大
切
な
の
は「
命
を
守
る
」こ
と
で

す
。そ
し
て
、そ
の
た
め
に
は
日
頃
の

備
え
が
必
要
で
す
。

　

正
確
な
情
報
を
積
極
的
に
収
集

し
、必
要
物
資
と
避
難
所
を
事
前
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
、必
要
な
知
識
を
身

に
つ
け
る
な
ど
、自
発
的
な
行
動
に

よ
り
災
害
時
の
「
い
ざ
」
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

市からの災害情報の広報手段

　市では、人工衛星などを通じて、国からの緊急
情報を、皆さんにいち早く伝える「全国瞬時警報
システム（Ｊアラート）」を運用しています。６月
23日（木）午前10時15分ごろ、防災行政無線によ
る放送で全国的な試験放送を行います。実際の災
害とお間違いのないようご注意ください。
問い合わせ   危機管理防災課（☎72-9260）

６月23日にＪアラート試験放送を実施します

●�鏡　鏡山小学校、鏡中学
校、＊古代の森会館、ボー
トレースからつ、唐津東高
校・中学校
●�久里　久里小学校、＊久里
公民館
●�鬼塚　鬼塚小学校、鬼塚中
学校、＊鬼塚公民館、唐津
工業高校
●�高島　高島小学校、＊高島
公民館、高島保育園
●�東唐津　東唐津小学校、
　＊東唐津公民館
●�外町・成和　外町小学校、
成和小学校、第五中学校、
＊都市コミュニティセン
ター、唐津市文化体育館、
唐津市文化体育館分館、都
市青年の家、＊成和公民
館、障がい者福祉会館（り
んく）、唐津商業高校
●�大志　大志小学校、＊志道
公民館、唐津市民会館、唐
津幼稚園、早稲田佐賀中
学・高校、＊大成公民館
●�長松　長松小学校、第一中
学校、＊長松公民館、唐津
南高校、唐津西高校
●�西唐津　西唐津小学校、西
唐津中学校、＊西唐津公民
館・勤労青少年ホーム、
　�＊高齢者ふれあい会館（り
ふれ）
●�竹木場　竹木場小学校・高
峰中学校、＊竹木場公民館
●�佐志　佐志小学校、佐志中
学校、＊佐志公民館、人権

ふれあいセンター唐津、若
葉保育所、枝去木公民セン
ター

●�大良　大良小学校、＊大良
公民館

●�湊　湊小学校、湊中学校、
＊湊公民館

●�神集島　旧神集島小学校、
＊神集島公民館

●�浜玉　浜崎小学校、玉島小
学校、平原小学校、旧平原
小学校鳥巣分校、浜玉中学
校、浜玉公民館、＊唐津市
ひれふりランド

●�厳木　厳木小学校、旧厳木
小学校瀬戸木場分校、旧厳
木小学校平之分校、旧厳木
小学校広川分校、厳木小学
校天川分校、＊旧本山小
学校、箞木小学校、厳木小
学校、厳木中学校、厳木高
校、厳木コミュニティセン
ター、厳木町保健センター

●�相知　相知小学校、旧田頭
小学校、伊岐佐小学校、相
知中学校、佐里地区公民
館、平山地区公民館、天徳
の丘運動公園社会体育館、
＊相知交流文化センター、
浦の川スポーツセンター、
牟田部体育館

●�北波多　北波多小学校、北
波多中学校、北波多社会体
育館、＊北波多公民館、北
波多老人憩の家、人権ふれ
あいセンター北波多、北波
多総合保健センター

●�肥前　入野小学校、田野小
学校、納所小学校、切木小
学校、肥前中学校、旧切木
中学校、＊肥前公民館・肥
前体育館、肥前町福祉セン
ター・老人憩の家、星賀わ
んぱくハウス、納所農漁民
センター、切木農漁民セン
ター、国民宿舎いろは島、
高串農漁民センター、入野
小学校向島分校、＊向島高
齢者センター

●�鎮西　名護屋小学校、馬渡
小・中学校、加唐小・中学
校、加唐小学校松島分校、
打上小学校、海青中学校、
旧打上小学校赤木分校、旧
名護屋中学校、旧打上中学
校、国民宿舎波戸岬、波戸
岬少年自然の家、スポーツ
ランド石室、ふれあいラン
ド馬渡、＊鎮西公民館、
＊打上公民館、＊加唐島老
人憩の家、松島老人憩の
家、馬渡島老人憩の家

●�呼子　呼子小学校、旧加部
島小学校、＊加部島開発総
合センター、小川小・中学
校、旧呼子中学校、小川島
漁村センター、めぐりあい
らんどおがわ、＊呼子公
民館、呼子スポーツセン
ター、呼子町高齢者福祉セ
ンター

●�七山　七山小中学校、七山
公民館、七山池原集会所、
七山鳴神の丘ふれあい館

唐津市の避難所一覧（＊は自主避難所、５月31日現在）

　市では、介護が必要な人や障がい者手帳をお持
ちの人など、災害時に自力で避難することが困難
な人（要支援者）の名簿を作成しています。この名
簿を自治会や民生委員など地域の支援者に事前
提供することで、ふだんの見守りや災害が起きた
ときの避難支援の準備を進めていきます。このた
め、対象者に情報提供に関する同意確認書を６月
に郵送します。
問い合わせ 　福祉総務課（☎72-9252）

避難行動要支援者に同意確認を実施します

　日頃から非常時に備え、持ち
出し品を用意しておきましょ
う。食糧と飲料水は、3日分の備
蓄が必要です。

品　　名
□ 非常食
□ 飲料水
□ 携帯ラジオ（予備の電池）
□ 懐中電灯（予備の電池・電球）
□ ヘルメット・防災ずきん
□ 救急医薬品、常備薬
□ 貴重品（通帳、印鑑など）
□ 現金
□ 健康保険証のコピー
□ 住民票のコピー
□ ろうそく
□ ライター（マッチ）
□ ナイフ、缶切り、栓抜き
□ ティッシュ、タオル
□ ビニール袋
□ 上着、下着
□ 軍手

非常持ち出し品

メールアドレスをお持ちの方な
ら、誰でも無料で登録できます。
通信料は利用者の負
担になります。

登録はこちら→

唐津市災害情報メール
防災行政無線
市ホームページ
チャンネルからつ

（行政放送）
テレビ・ラジオ
消防機関から
広報車から

8市報からつ　平成28年６月号

特　集



地
域
の「
要
」

　
　
　
　
自
主
防
災
組
織

　
災
害
時
に
は
、「
自
助（
自
分
で
自
分
を

助
け
る
こ
と
）」「
公
助
（
行
政
に
よ
る
救

助・支
援
）」だ
け
で
な
く
、地
域
に
お
け
る

自
主
防
災
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が

助
け
合
う「
共
助
」の
仕
組
み
の
構
築
が
重

要
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、地
域
住
民
が「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
自
覚・
連
帯
感
に
基
づ
き
自
主
的
に

結
成
す
る
組
織
で
す
。日
頃
か
ら
災
害
に

備
え
、災
害
時
に
は
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
、そ
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
や
、避
難

誘
導・救
出
救
護
な
ど
を
行
う
た
め
に
、自

治
体
な
ど
を
単
位
に
自
主
的
に
結
成
し
、

そ
の
構
成
や
任
務
が
市
が
定
め
る
基
準
に

適
合
し
、市
長
が
認
定
し
た
も
の
を
自
主

防
災
組
織
と
い
い
ま
す
。

　
現
在
唐
津
地
区
で
は
50
地
区
の
自
主
防

災
組
織
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

は
、防
災
関
連
機
関
の
対
応
が
困
難
に
な

り
活
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。こ
う
し
た
場
合
に
備
え
、地
域
住
民

が
協
力
し
合
っ
て
防
災
体
制
を
整
え
て
お

く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

阪
神・
淡

路
大
震
災
で

は
、６
千
人

を
超
え
る
尊

い
命
が
犠
牲

と
な
り
ま
し

た
が
、倒
壊
し
た
家
屋
な
ど
か
ら
救

出
さ
れ
た
人
は
、２
万
５
千
人
か
ら

３
万
５
千
人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
多
く
は
地
域
の
住
民
が
救

出
し
た
と
さ
れ
、改
め
て
地
域
住
民

の
自
主
的
な
活
動
の
重
要
性
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、地
域
の
住
民

が
組
織
結
成
に
合
意
し
、規
約
や
組

織
、活
動
内
容
を
定
め
る
こ
と
で
成

立
し
ま
す
。市
で
は
、「
唐
津
市
自

主
防
災
組
織
推
進
要
綱
」
を
定
め
、

自
主
防
災
組
織
と
し
て
認
定
申
請

を
し
て
認
定
さ
れ
れ
ば
、自
主
防
災

組
織
の
育
成
に
活
用
で
き
る
補
助

金
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

二タ子１丁目自主防災会
防災訓練、熊本地震時の見回り・安否確認など

　二タ子１丁目自主防災会は、唐津市自主防災
組織推進要綱に基づき、唐津市が認定した自主
防災組織です。毎月11日に防災会の会合を行い、
常に地域の情報を共有し、一丸となった防災活
動に取り組んでいます。
　毎年実施する防災訓練は、初期消火訓練をは
じめ、足が不自由な人の避難を想定し、リヤカー
などを使用した避難訓練が行われます。また、二
タ子１丁目は住宅が密集している地域もあるた
め、ロープを使って安全な場所へ一列で移動す
る訓練も行いました。
　平成28年熊本地震においては、唐津市災害情
報メールで唐津市災害情報連絡室の設置を確認
した田中強会長は防災委員を招集し、ひとり暮

らしのお年寄りの自宅をまわり安否確認をされ
ました。揺れたから慌てるのではなく、揺れがど
れほどの大きさで、揺れによる津波の心配がな
いか、まず情報収集を行うことを説明し、地域住
民に安心を与える活動を始められました。
　地域住民の顔の見える関係によって生まれた
信頼関係がなしえる自主防災会の強みです。

自主防災組織の取り組み紹介

リヤカーを使用した避難訓練
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現
況
届
と
は
受
給
者
の
所
得
や
お

子
さ
ん
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
書
類
の
こ
と
で
、現
況
届
を
提
出

し
な
い
と
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

現
況
届
が
必
要
な
人

　
唐
津
市
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
で
、対
象
者
に
は
６
月
初
旬

に
案
内
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

＊�

６
月
以
降
に
市
外
に
転
出
す
る

人
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
も
の

◆
児
童
手
当・特
例
給
付
現
況
届

◆
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

◆
受
給
者
の
保
険
証
の
写
し

◆�

受
給
者
と
そ
の
配
偶
者
の
平
成

28
年
度
児
童
手
当
用
の
所
得
証

明
書
（
今
年
１
月
２
日
以
降
に
唐

津
市
に
住
民
登
録
し
た
人
の
み
）

◆�

別
居
監
護
申
立
書（
お
子
さ
ん
と
住

民
票
上
別
居
し
て
い
る
人
の
み
）

提
出
期
限　

　
６
月
30
日（
木
）ま
で

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
１
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
難
し
い
人
は
、申
請
す
る
こ
と

で
保
険
料
の
全
額
か
一
部
が
免
除

さ
れ
る
制
度
と
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、一
部
免
除
に
該
当
し
て

も
、残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と

免
除
が
無
効
に
な
り
未
納
と
同
じ

扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

免
除
制
度
の
対
象
者

◆�

本
人・
配
偶
者・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
基
準
額
を
下
回
る
人

◆�
災
害
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
難
し
い
人

猶
予
制
度
の
対
象
者

◆�

30
歳
未
満
の
人
と
そ
の
配
偶
者

の
所
得
が
基
準
額
を
下
回
る
人

問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構
唐
津
年
金
事
務
所

（
☎
７
２
︱
５
１
６
１
）

保
険
年
金
課（

☎
７
２
︱
９
１
２
１
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福

祉
課

　
訪
問
健
康
相
談
員（
保
健
師
、看
護

師
、管
理
栄
養
士
）
が
自
宅
を
訪
問

し
、健
康
づ
く
り
や
療
養
の
仕
方
な

ど
に
つ
い
て
、情
報
提
供・ア
ド
バ
イ

ス
を
し
た
り
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

対
象
者

　
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
う
ち
、病
院
を
受
診
し
て
い
る

人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
人

＊�

対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
文
書

を
郵
送
し
ま
す
。ま
た
訪
問
時
に

は
、担
当
の
健
康
相
談
員
が
、は

が
き
と
電
話
で
訪
問
日
時
な
ど

を
確
認
し
ま
す
。

訪
問
健
康
相
談
の
実
施
時
期

　
６
月
か
ら
開
始
予
定

問
い
合
わ
せ

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
９
５
２
︱
６
４
︱
８
４
７
６
）

保
険
年
金
課（

☎
７
２
︱
９
１
２
３
）

　

自
治
会
な
ど
が
所
有
し
て
い
る

集
会
所
や
広
場
な
ど
は
、年
１
回
申

請
す
る
こ
と
で
固
定
資
産
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
固
定
資
産

　
地
域
の
公
共
の
た
め
に
使
用
さ
れ

て
い
る
集
会
所
、遊
具・ベ
ン
チ
が
あ

る
公
園
、区
画
が
明
確
な
ご
み・資
源

物
の
集
積
所
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、運

動
広
場
、プ
ー
ル
用
地
、防
火
水
槽
敷

地
、消
防
格
納
庫
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

　

区
長・
自
治
会
長
な
ど
の
証
明
を

受
け
た
無
償
使
用
証
明
書(

委
任
状

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す)

申
請
方
法

　
６
月
中
旬
に
送
付
す
る
「
平
成
28

年
度
集
合
税
額
決
定
納
税
通
知
書
」

と
印
鑑(

納
税
義
務
者
本
人
か
、区

長・
自
治
会
長・
町
内
会
長
の
印
鑑)

を
持
っ
て
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
６
月
23
日(

木)

ま
で

問
い
合
わ
せ

税
務
課�

（
☎
７
２
︱
９
１
１
８
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
福

祉
課

児
童
手
当
の
現
況
届
の
提

出
は
６
月
30
日(

木)

ま
で

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
者
は
自

宅
で
健
康
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す

固
定
資
産
税
の
減
免
申
請
は

６
月
23
日(

木)

ま
で
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ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
合
宿・
大
会

を
唐
津
市
内
で
行
い
、市
内
で
宿
泊

す
る
団
体
な
ど
に
対
し
て
、宿
泊
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
技
術
向
上
の

た
め
の
合
宿・大
会
で
あ
り
、次
の
条

件
に
あ
て
は
ま
る
も
の
（
一
般
的
な

会
議
、社
員
研
修
な
ど
は
除
く
）

◆�

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
か
文
化

施
設
を
利
用
し
、市
内
の
宿
泊
施

設
に
宿
泊
す
る
こ
と

◆�

１
回
の
宿
泊
数
が
延
べ
30
泊
以

上
で
あ
る
こ
と

◆�

旅
館
業
法
に
定
め
る
宿
泊
施
設

に
宿
泊
す
る
こ
と

◆
主
催
者(

団
体
）が
申
請
す
る
こ
と

補
助
金
額

　
延
べ
宿
泊
数
×
１
，０
０
０
円

　
（
上
限
20
万
円
）

申
請
方
法

　

申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
宿
泊
施
設
の
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

の
翌
日
か
ら
30
日
以
内
に
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
７
２
︱
９
２
３
７
）

　
市
の
公
共
施
設
な
ど
の
状
況
を
把

握
し
、長
期
的
視
点
で
更
新・統
廃
合・

長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
た

め
に
策
定
す
る
唐
津
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画(

案)

に
つ
い
て
皆
さ

ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
人

　

市
内
在
住
の
人
、市
内
に
勤
務・

通
学
す
る
人
、市
内
に
事
務
所・
事

業
所
が
あ
る
団
体

計
画(

案)

の
公
表
場
所 

◆
公
共
施
設
再
編
推
進
室

◆
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務
教
育
課 

◆
湊・切
木・打
上
出
張
所

◆
市
立
図
書
館

◆
職
員
が
常
駐
し
て
い
る
公
民
館

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
期
限

　
５
月
２
日(

月)

か
ら

　
６
月
20
日(

月)

ま
で

意
見
の
提
出
方
法 

　

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
な
ど
を

記
入
し
て
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

公
共
施
設
再
編
推
進
室

（
☎
７
２
︱
９
１
１
５
）

唐
津
市
ス
ポ
ー
ツ・文
化
合

宿
等
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

唐
津
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画(

案)

に
つ
い
て

意
見
を
募
集
し
ま
す

水
道
管
を
清
掃
し
ま
す

く
水
を
出
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。

◆�

高
い
と
こ
ろ
で
は
、水
圧
の
低
下

に
よ
っ
て
水
の
出
が
悪
く
な
っ

た
り
、消
火
栓
か
ら
の
水
が
十
分

に
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課（

☎
７
２
︱
９
１
４
８
）

　

作
業
時
間
は
、午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
で
す
。１
か
所
当
た
り

の
作
業
時
間
は
20
分
程
度
で
す
。

対
象
地
区
と
日
程

　

６
月
唐
津
地
区
、７
月
相
知・
北

波
多
地
区
、９
月
厳
木
地
区
、10
月

浜
玉・
呼
子・
鎮
西
地
区
、11
月
肥
前

地
区

注
意
と
お
願
い

◆�

に
ご
り
水
が
出
た
と
き
は
し
ば
ら

６月（唐津地区）の水道管清掃日程
1日 (水) 鏡(辻の一部)、中原、原、柏崎、東宇木、宇木(上･中･下)
2日 (木) 鏡(梶原)、半田(矢作･本村･中組･河内)
3日 (金) 鏡(田中･町･山添･辻･赤水)
6日 (月) 鏡（虹町･高畑･今組･今村）、松南町
7日 (火) 東唐津、東城内、千代田町、栄町、東町
8日 (水) 南城内、西城内、北城内、西寺町、坊主町の一部、弓鷹町
9日 (木) 菜畑(東･西･南)、熊原町、新興町(東･西)、神田(内田･長松･西

浦)、桜馬場、坊主町の一部、山下町
10日 (金) 西旗町、西浜町、富士見町、南富士見町、元旗町、江川町、朝

日町(東･西)、二タ子1～3丁目、西唐津1～3丁目
13日 (月) 妙見町(東･中･西)、東大島町、西大島町、海岸通、藤崎通
14日 (火) 八幡町、桜町、橋本町、佐志(南･中里･中通･浜町)、西唐津の

一部、中山町
15日 (水) 中瀬通、唐房1～7丁目、鳩川、浦、相賀
16日 (木) 神田(西浦･風早･山口･中村･陽光台･上神田)、旭が丘、見借
17日 (金) 和多田(大土井･天満町･先石･南先石･海士町･百人町･東百

人町･用尺の一部)、元石町の一部
20日 (月) 元石町の一部、東町、十人町(東･西)、町田1～3丁目、船宮

町、大石町、水主町、魚屋町、材木町(東･西)
21日 (火) 和多田(西山･本村･用尺の一部)、町田4～5丁目、長谷
22日 (水) 原の一部、久里(上･下)、夕日、双水
23日 (木) 養母田鬼塚、養母田、橋本、千々賀、畑島
24日 (金) 石志、山本
27日 (月) 山田、菅牟田、竹木場、重河内、唐川、熊ノ峰、東山
28日 (火) 後川内、梨川内、大良、枝去木
29日 (水) 神集島、湊町(浜･岡)、屋形石、横野、中里
30日 (木) 高島、工業用水
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市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
向
け
て
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
補
欠
者
を
募
集
し
ま
す

財
源
は
ど
う
す
る
の
？

　

庁
舎
の
建
設
に
は
、国
や
県
の
補

助
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、最
も
有

利
な
財
源
で
あ
り
、借
入
金
の
返
済

額
の
７
割
が
地
方
交
付
税
と
し
て

国
か
ら
支
援
さ
れ
る
、合
併
特
例
債

を
活
用
（
平
成
32
年
度
ま
で
）
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
予
定

　

今
年
度
は
、新
庁
舎
の
コ
ン
セ
プ

ト
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、来
年
度

以
降
の
基
本
設
計
、実
施
設
計
を
経

て
、平
成
32
年
度
ま
で
の
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

＊�

進
ち
ょ
く
状
況
を
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課�

（
☎
７
２
︱
９
１
１
３
）

＊�

③
特
定
目
的
住
宅
の
入
居
資
格

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
付
日

　
６
月
15
日（
水
）か
ら

受
付
期
間（
閉
庁
日
は
除
く
）

　
６
月
17
日（
金
）か
ら

　
６
月
24
日（
金
）ま
で

申
込
書
配
付・受
付
場
所

　
㈱
創
建
窓
口
（
本
庁
３
階
）
と
建

築
住
宅
課
、各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務

教
育
課

申
込
方
法

　
入
居
申
込
書
と
必
要
な
書
類
（
住

民
票
な
ど
）
を
窓
口
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。電
話
や
郵
送
で
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

入
居
方
法

　

公
開
抽
せ
ん
で
補
欠
順
位
を
決

定
し
、空
室
が
で
き
次
第
順
番
に
入

居
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

◆
唐
津・浜
玉・七
山
地
区

　
市
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
創
建

　
（
☎
０
１
２
０
︱
７
４
０
︱
７
８
４
）

◆
そ
の
他
地
区

　
建
築
住
宅
課（
☎
７
２
︱
９
１
３
９
）

　

�

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務

教
育
課

建
て
替
え
が
必
要
な
理
由

　

市
役
所
本
庁
舎
は
昭
和
37
年
に

建
築
さ
れ
今
年
で
築
54
年
を
迎
え
、

一
般
的
に
50
年
と
い
わ
れ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
耐
用
年
数
を
超
え
て

い
ま
す
。平
成
17
年
３
月
に
発
生
し

た
福
岡
県
西
方
沖
地
震
で
は
、市
内

で
震
度
５
弱
が
観
測
さ
れ
、本
庁
舎

の
窓
ガ
ラ
ス
百
数
十
枚
が
割
れ
、建

物
に
も
亀
裂
が
生
じ
ま
し
た
。耐
力

度
調
査
で
は
、本
庁
舎
は
「
稀ま

れ

に
発

生
す
る
地
震
」（
震
度
５
強
）
に
耐

え
ら
れ
ず
、そ
れ
以
上
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
は
崩
壊
状
態
に
な
る

と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、庁
舎
内
の
設
備
類
の
老
朽
化

だ
け
で
な
く
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
、効
率
的
な
来
庁
者
へ
の
対

応
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
、個

人
情
報
保
護
な
ど
、必
要
な
機
能
も

実
現
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

耐
震
補
強
で
は
不
十
分

　

耐
震
補
強
は
強
度
を
増
す
こ
と

が
目
的
で
、耐
用
年
数
を
延
ば
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。耐
震
診
断
を

行
う
前
に
実
施
す
る
耐
力
度
調
査

で
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
が
著
し

く
低
下
し
補
強
工
事
す
る
に
は
ほ

ど
遠
い
数
値
が
出
た
た
め
、建
て
替

え
る
方
向
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

入
居
資
格・条
件（
①
②
共
通
）

◆
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

◆
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

◆
収
入
基
準
に
合
っ
て
い
る
こ
と

◆
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

◆
暴
力
団
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と

募集する市営住宅

①一般市営住宅

※�60歳以上の人には
単身で入居可能な
住宅もあります。

唐　津 二タ子・和多田・江ノ尻・旭が丘・西旗・新開・臨港・
中原・西浦・高島・西唐津・ラコルテ和多田

浜　玉 高虹
厳　木 中島・岩屋・新屋敷・桜が丘・本山・新屋敷（改良）
相　知 緑山・押川・コーポラスのぞみ
北波多 千草野・稗田・立園（改良）・岸山（改良）
肥　前 星賀・納所

②特定公共賃貸住宅 ラコルテ和多田・北波多田中
③特定目的住宅 若者住宅（厳木町牧瀬）、第１～第３七山住宅（七山滝川）
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唐
津
の
商
工
業
者
を
応
援
し
ま
す
！請

書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

経
営
力
の
向
上
を
目
指
す
中
小
企

業
を
応
援
し
ま
す

◆
人
材
育
成
事
業

　

�

研
修
な
ど
の
受
講
費
の
２
分
の

１（
限
度
額
１
万
円
）

◆
専
門
家
招
へ
い
事
業

　

�

診
断
助
言
を
受
け
る
た
め
の
専

門
家
謝
金
な
ど
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
５
万
円
）

◆
販
路
拡
大
事
業

　

�

見
本
市
な
ど
の
出
店
経
費
の
２

分
の
１（
限
度
額
10
万
円
）

◆
展
示
会
等
開
催
事
業

　
�

商
品
な
ど
の
展
示
会
を
開
催
す

る
費
用
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
20
万
円
）

創
業
や
新
事
業
を
応
援
し
ま
す

対
象
者

　
市
内
で
創
業
や
新
事
業
に
取
り
組

む
人
で
、佐
賀
県
特
別
対
策
資
金
佐

賀
創
生
貸
付
の
創
業・
新
事
業
展
開

等
資
金
や
、経
営
強
化
貸
付
の
企
業

経
営
力
強
化
資
金
の
融
資
を
受
け
、

佐
賀
県
信
用
保
証
協
会
に
信
用
保
証

料
を
完
納
し
て
い
る
人

◆�

創
業・
新
事
業
展
開
等
資
金
（
独

立・創
業
）

　
信
用
保
証
料
自
己
負
担
額
の
全
額

◆�

創
業・
新
事
業
展
開
等
資
金
（
新

事
業
活
動・
事
業
転
換
）、企
業
経

営
力
強
化
資
金

　

�

信
用
保
証
料
自
己
負
担
額
の
３

分
の
１（
限
度
額
20
万
円
）

＊�

補
助
金
交
付
要
綱
に
規
定
す
る
申

　

老
朽
化
し
周
辺
の
住
環
境
に
危

険
を
与
え
る
空
き
家
な
ど
を
除
却

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
を
希
望
す
る
人
は
、工
事
の
開

始
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
で
き
る
人

　

老
朽
危
険
空
き
家
の
所
有
者
か

所
有
者
の
相
続
人
で
、世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
人
で
、市
税
の
滞

納
が
な
く
営
利
目
的
で
な
い
人

申
請
で
き
る
建
物

◆�

市
内
に
あ
る
、木
造
か
軽
量
鉄
骨

造
の
空
き
家
住
宅

◆�

市
が
行
う
危
険
度
判
定
事
前
調

査
の
結
果
、基
準
を
満
た
し
た
空

き
家
住
宅

◆�

土
地
や
建
物
の
所
有
関
係
が
明

ら
か
で
、所
有
権
以
外
の
権
利
が

設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の

補
助
金
額

　
除
却
工
事
費
用
の
２
分
の
１

　
（
限
度
額
50
万
円
）

＊�

工
事
の
内
容
や
申
請
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
対
策
課

�

（
☎
７
２
︱
９
１
２
４
）

老
朽
危
険
空
き
家
の
除
却

費
用
を
助
成
し
ま
す

が
ん
ば
る
商
店
街
等
支
援
の
事
業

実
施
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
事
業

◆
共
同
施
設
等
整
備
事
業

　
街
灯・看
板
整
備
な
ど 

◆
共
同
事
業
等
支
援
事
業

　
販
売
促
進
活
動
な
ど

◆
新
規
出
店
支
援
事
業

　
空
き
店
舗
な
ど
へ
の
出
店 

補
助
対
象
区
域

　

唐
津
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
定
め
る
認
定
区
域
外
の

地
域

補
助
金
額

◆�

共
同
施
設
整
備
事
業
、新
規
出
店

支
援
事
業

　

�

工
事
経
費
な
ど
の
２
分
の
１
（
限

度
額
100
万
円
）

◆
共
同
事
業
等
支
援
事
業

　

�

広
告
宣
伝
費
な
ど
の
２
分
の
１

（
限
度
額
50
万
円
）

＊�

応
募
の
あ
っ
た
事
業
の
中
か
ら

事
業
内
容
な
ど
の
審
査
を
し
、対

象
者
を
決
定
し
ま
す
。

＊�

予
算
額
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
ブ
ラ
ン
ド
課

（
☎
７
２
︱
９
１
４
１
）

創業等相談を実施します
　創業を考えている人や市内の
中小企業（事業者）が抱える問題
の相談に、専門家が応じます。

対象者
◆市内での創業を考えている人
◆�市内で事業を営んでいる中小
企業（事業者）

相談料
　無料(事前にお申し込みくだ
さい)

相談日と時間
　・毎週金曜日　13時から18時まで
　・毎月第３金曜日　18時から20時まで

申込み・問い合わせ

商工ブランド課�（☎72-9141）
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information　市からのお知らせ
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新
し
く
農
業
を
始
め
た
人
の
う

ち
、地
域
の
担
い
手
と
し
て
意
欲
的

に
農
業
を
経
営
す
る
人
に
、生
活
費

を
確
保
す
る
た
め
の
給
付
金
を
給

付
し
ま
す
。

給
付
金
の
内
容

　

農
業
経
営
を
始
め
て
間
も
な
い

人
に
、１
人
当
た
り
年
間
最
大
150
万

円
を
、最
長
５
年
間
給
付
し
ま
す
。

＊�

給
付
対
象
に
な
る
に
は
、い
く
つ

か
要
件
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
政
課�
（
☎
７
２
︱
９
１
２
８
）

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
産
業
課

　

市
で
は
、地
域
連
携
と
観
光
施
策

の
拠
点
と
し
て
長
期
に
わ
た
る
宿

泊
施
設
運
営
を
継
続
す
る
た
め
国

民
宿
舎
の
譲
渡
先
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

宿
泊
施
設
と
し
て
10
年
以
上
経

営
す
る
意
思
が
あ
る
法
人
（
所
在
地

に
つ
い
て
は
市
内
外
を
問
い
ま
せ

ん
）。

募
集
内
容

　
「
い
ろ
は
島
」「
波
戸
岬
」は
土
地・

建
物・物
品
を
、「
呼
子
ロ
ッ
ジ
」
は

建
物・
物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。経

営
移
譲
は
平
成
29
年
４
月
１
日
で

す
。

受
付
期
間（
閉
庁
日
を
除
く
）

　
６
月
１
日(

水)

か
ら

　
６
月
30
日(

木)

ま
で

＊�

応
募
条
件
や
必
要
書
類
な
ど
、詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

観
光
課�

（
☎
７
２
︱
９
１
２
７
）

意
欲
あ
る
新
規
就
農
者
を

支
援
し
ま
す
！

国
民
宿
舎
「
い
ろ
は
島
」

「
波
戸
岬
」「
呼
子
ロ
ッ
ジ
」

の
譲
渡
先
を
募
集
し
ま
す

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
原
料
素
材
の

栽
培
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
人
を
応
援
し
ま
す

申
込
方
法 

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

次
の
書
類
と
一
緒
に
直
接
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
産
業
推
進
室
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。  

◆�

事
業
計
画
書
（
購
入
し
た
種
苗
を

育
て
、ど
の
よ
う
に
し
て
誰
に
販

売
す
る
の
か
な
ど
、栽
培
ビ
ジ
ネ

ス
全
体
の
事
業
計
画
書
） 

◆
予
算
書 

◆
法
人
の
場
合
は
、役
員
名
簿 

◆
種
苗
購
入
経
費
の
見
積
書 

◆�
栽
培
場
所
の
位
置
図
と
現
況
写

真
◆�

栽
培
場
所
の
土
地
か
建
物
の
登

記
事
項
証
明
書
（
借
上
の
場
合

は
、借
上
を
確
認
で
き
る
書
類
） 

◆
住
民
票
の
写
し（
個
人
の
場
合
） 

◆�

登
記
事
項
証
明
書
と
定
款
（
法
人

の
場
合
）

＊�

そ
の
他
、必
要
な
書
類
の
提
出
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
推
進
室

（
☎
５
３
︱
７
１
４
８
）

　

市
内
で
化
粧
品
な
ど
の
原
料
に

な
る
植
物
（
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
原
料

素
材
）
の
栽
培
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組

む
人
に
、種
苗
の
購
入
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

◆
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人・法
人 

◆�

市
内
に
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
原
料

素
材
を
栽
培
す
る
場
所
が
あ
る

こ
と（
借
上
を
含
む
） 

◆�

自
己
の
責
任
で
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
原
料
素
材
を
栽
培
し
、適
切
に

維
持
管
理
で
き
る
こ
と 

対
象
経
費 

　
種
苗
の
購
入
に
必
要
な
経
費
（
税

抜
き
価
格
）で
す
。 

＊
補
助
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。 

＊�

対
象
経
費
が
２
万
円
に
満
た
な

い
と
き
は
、補
助
金
交
付
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。 

補
助
額 

　

補
助
対
象
経
費
に
２
分
の
１
を

乗
じ
て
得
た
額
（
１
，０
０
０
円
未

満
は
切
り
捨
て
） 

＊
上
限
は
30
万
円
で
す
。

農業を
始めてみませんか？
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人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」強
化
週
間

　

６
月
27
日(

月)

か
ら
７
月
３
日

(

日)

ま
で
の
７
日
間
は
、全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
強
化
週
間

で
す
。

相
談
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

期
間
中
は
専
用
電
話
に
よ
る
相

談
時
間
を
延
長
し
、平
日
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、土・

日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人

権
に
つ
い
て
の
相
談
に
、法
務
局
職

員
や
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０
︱
０
０
７
︱
１
１
０
）

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　

人
権
擁
護
委
員
の
日
に
は
、全
国

一
斉
に
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ

れ
、人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。会
場
や
時
間
な
ど
、詳
し
く

は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
と
は

　
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
人

た
ち
で
す
。市
で
は
22
人
の
委
員
が

人
権
相
談
を
受
け
た
り
、小・中
学
校

で
人
権
教
室
を
開
く
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

◆
佐
賀
地
方
法
務
局　
唐
津
支
局

（
☎
７
４
︱
１
４
４
１
）

◆
唐
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
☎
７
４
︱
８
８
１
０
）

◆
人
権・同
和
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
５
）

　
申
請
し
た
人
の
住
民
票
な
ど
を
他

人
に
交
付
し
た
と
き
に
、交
付
し
た

こ
と
を
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
で
き
る
人

　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人(

除

票
が
あ
る
人
も
含
む)

、市
内
に
本
籍

が
あ
る
人(

除
籍
が
あ
る
人
も
含
む)

対
象
に
な
る
証
明
書

　
住
民
票
の
写
し
、住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
、戸
籍
謄
本(

抄
本)

、戸
籍
の

附
票
の
写
し
、戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

お
知
ら
せ
す
る
内
容

　

対
象
の
証
明
書
を
交
付
し
た
年

月
日
と
証
明
書
の
種
類
と
通
数

受
付
日(

閉
庁
日
を
除
く)

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日(

祝
日
除
く)

申
請
方
法

　

本
庁
市
民
課
、各
市
民
セ
ン
タ
ー

市
民
福
祉
課
、出
張
所
の
窓
口
に
、

直
接
本
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

本
人
通
知
制
度
登
録
申
請
書
、本

人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

＊�

代
理
申
請
の
と
き
は
委
任
状
と

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課�

（
☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

市
民
課
で
「
本
人
通
知
制

度
」を
行
っ
て
い
ま
す

平
成
28
年
度
人
権
標
語
の
募
集

応
募
資
格

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学
生
以

上
の
人

応
募
期
限

　
６
月
30
日(

木)

ま
で

＊
当
日
の
消
印
有
効
で
す
。

応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、年

齢(

在
学
中
の
人
は
学
校
名
と
学

年)

、標
語
を
記
入
し
、教
育
委
員
会

生
涯
学
習
文
化
財
課
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
は
各
公
民
館
に
用

意
し
て
い
る
応
募
用
紙
に
記
入
し

て
公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
は
１
人
２
作
品
ま
で
で
す
。

＊�

入
賞
者
に
は
、市
同
和
問
題
講
演

会
時
に
表
彰
し
、賞
状
と
賞
品
を

贈
り
ま
す
。

郵
送・問
い
合
わ
せ

〒
８
４
７
︱
０
０
１
３

南
城
内
１
番
１
号　
大
手
口
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
６
階

生
涯
学
習
文
化
財
課

（
☎
７
２
︱
９
１
５
９
）

ま
た
は
お
近
く
の
各
公
民
館

唐津市の人権擁護委員
氏　名 住　　所

宮
みや
﨑
ざき
　法

ほう
誠
せい 佐志浜町

菅
すが
　猛

たけ
美
み 栄町

奥
おく
村
むら
　豊

ゆたか 中町
牟
む
田
た
　恭

きょう
子
こ 菜畑

宮
みや
﨑
ざき
　高

たか
廣
ひろ 石志

岩
いわ
本
もと
　喜

き
代
よ
美
み 町田

坂
さか
本
もと
　三ヤ子 鏡

堀
ほり
　芳

よし
幸
ゆき 浜玉町浜崎

吉
よし
岡
おか
　溢

いつ
子
こ 浜玉町五反田

田
た
中
なか
　信

のぶ
明
あき 厳木町岩屋

戸
と
川
がわ
　ヒサ子 厳木町広瀬

塚
つか
本
もと
　由

ゆ
美
み
子
こ 相知町久保

山
やま
口
ぐち
　訓

くん
司
じ 相知町伊岐佐

松
まつ
本
もと
　律

りつ
夫
お 北波多稗田

松
まつ
竹
たけ
　素

もと
子
こ 北波多徳須恵

藤
ふじ
田
た
　テルノ 肥前町寺浦

伊
い
藤
とう
　寛

ひろし 肥前町切木
北
きた
村
むら
　宗

むね
弘
ひろ 鎮西町横竹

伊
い
藤
とう
　正

まさ
己
み 鎮西町名護屋

阿
あ
部
べ
　七

な
海
み
雄
お 呼子町殿ノ浦

溝
みぞ
口
ぐち
　典

のり
子
こ 呼子町殿ノ浦

小
こ
形
がた
　健

けん
一
いち 七山仁部
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参議院議員通常選挙
が近づいています

問い合わせ   選挙管理委員会事務局（☎７２－９１６３）

　選挙権年齢が、今回の参議院議員通常選挙から18歳以上に引き下
げられる見込みです。実際に投票できるのは、投票日の翌日までに
18歳の誕生日を迎える人です。
唐津市で投票できる人
　満18歳以上の人で、３か月以上唐津市に住んでいて市の選挙人名
簿に登録されている人（今年の春に引っ越しをした人は、旧住所地
に３か月以上住んでいた場合は旧住所地で投票できます）

18歳以上の人から、投票できるようになります

　前回の選挙から選挙日当日の投票時間は「午前
７時から午後６時まで」です（浜玉町鳥巣地区は
午後４時まで）。
　お間違えのないようご注意ください。

投　票　時　間 投　票　所
　投票所入場整理券に指定の投票所が記載されていま
すので、ご確認ください。次の投票所は場所が変わりま
した。ご注意ください。
◆唐津地区
第14投票所…外町小学校体育館から栄町公民館に変更
◆七山地区
第202投票所…大白木公民館から狩川公民館に変更
◆厳木地区
第306投票所…厳木市民センターから厳木町保健センターに統合
第309投票所…浪瀬公民館から厳木町保健センターに統合
◆相知地区
第401投票所…相知交流文化センターから相知浦の川スポーツセンターに変更

　投票所入場整理券をお持ちください。（もし
忘れても、本人であることが確認できれば投票
できますので、受付にお伝えください）
　投票所入場整理券は公示日ごろに世帯主あて
に郵送でお届けします。

投票に必要なもの

不在者投票制度
　市外に滞在中（出張や里帰りなど）の人は、滞在先での投票ができます。投票する本人が「不在者投票請求
書兼宣誓書」を唐津市選挙管理委員会に提出してください。後日、投票用紙を郵送します。
　＊手続きに日数がかかりますので、早めに提出してください。

本庁
公示日翌日から投票日前日まで
午前８時30分～午後８時
市役所本庁議会棟１階

各市民センター
投票日８日前から投票日前日までの午前８時30分～午後８時
浜玉市民センター新館１階会議室	 肥前市民センター１階会議室
厳木市民センター１階会議室	 鎮西市民センター１階ロビー
相知市民センター別館１階会議室	 呼子市民センター１階ロビー
北波多公民館	 七山市民センター１階会議室

投票日に投票所へ行けない！ そんなときは
期日前投票制度
　投票日当日に仕事や旅行などで投票所に行けない人は、期日前投票ができます。期日前投票をするときは
「期日前投票宣誓書」に記入をお願いします。
　★今回、期日前投票の開設期間が本庁と各市民センターの投票所によって異なります。ご注意ください。
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献血車がやってきます

休日などの救急医療体制
◎まず、初期救急医療機関で外来診療を受けましょう。
◎入院が必要な重症患者には、
　�二次救急医療機関（病院群輪番制病院・救急告示病院）を紹介する、搬送
を行うなどの対応をします。
◎�生命にかかわる重篤な患者は、三次救急医療機関（地域救命救急センター）
へ搬送を行い、地域で救急医療の完結を目指します。

急な病気・けがの時は

初期救急医療機関
◎まずは、かかりつけ医で受診しましょう。

◎かかりつけ医が不在の時は、
唐津救急医療センター（千代田町 ☎75-5199）

※健康保険証を忘れずにお持ちください

休日（日曜・祝日・振替休日） 平日（小児科のみ）
内科・外科 午前９時～午後９時 月～金曜日 午後８時～翌午前６時
小児科 午前９時～翌午前６時 土曜日 午後５時～翌午前６時

自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは
唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎73-0043）まで

26日(日)
　9：30～15：30
　唐津市ひれふりランド（浜玉）

６月

佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

問い合わせ

①�両手の拳を斜め上に同
時にあげる

避難

②�５本の指を折り曲げ、手
のひらを下に向け下ろす

場所

③�右手で胸を２回たたく

知る

④�右の手のひらを上に向
けて相手に差し出す

～ですか？

「避難所は知っていますか？」トライ・ザ・しゅわ

歯科 休日当番医　診療時間  午前９時～正午

6
月

５日 (日) おおた歯科医院 ☎72-0553 東唐津4丁目

12日 (日) わたなべ歯科クリニック ☎79-7717 二タ子1丁目

19日 (日) 大浦歯科医院 ☎51-2622 北波多岸山

26日 (日) 藤井歯科医院 ☎58-8675 西唐津2丁目

7
月

３日 (日) 藤井歯科医院 ☎58-8675 西唐津2丁目

10日 (日) たけべ歯科医院 ☎58-9775 和多田先石

当番医は予告なく変更される場合があります。
受診前に確認してください。受診時は健康保険証をお持ちください。
問い合わせ 　保健医療課（☎72-9270）
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第114回からつ塾『世界から見た日本文化』
虹の松原ホテル　☎73-9111

　世界で独特な魅力をはなつ日本文化のすばら
しさを再認識してみませんか。
　海外で歓迎される日本文化のミステリアスな
魅力についてお話しいただきます。箏

そう

と尺八の実
演もあります。
講　師　山路みほ(箏

そう

曲
きょく

演奏家)
　　　　パーシャ(尺八奏者)
と　き　６月25日(土)
　　　　受付15：00～17:00
会　場　虹の松原ホテル
参加費　1,000円(学生500円)
※事前申し込み不要。直接会場にお越しください。
　講演後に講師との交流会を予定しています。

日本稲作発祥の地　末
ま つ

盧
ろ

館　田植祭
末盧館　☎73-3673

　日本稲作発祥の地、菜畑遺跡・末盧館で田植祭
を開催します。皆さんの参加をお待ちしていま
す。当日は末盧館を無料開放します。
内�　容　復元水田において、赤米の田植え体験の
ほか小学生によるオカリーナ演奏など

と　き　６月11日(土)　10：30～
ところ　末盧館(菜畑)
※田植えのできる服装で参加してください。

第28回見帰りの滝　あじさいまつり
(一社)唐津観光協会相知観光案内所　☎51-8312

と　き　６月４日(土)～26日(日)
ところ　相知町見帰りの滝周辺
期間中のイベント
● 俳句募集
　募集期間　６月４日(土)～26日(日)
● 写真コンテスト募集
　募集期間　６月４日(土)～７月８日(金)
※�見帰りの滝周辺では、交通規制を行います。また、
　美化協力金(１人200円)をお願いしています。

第10回Kinto市民美術祭
近代図書館　☎72-3467
● 和美会絵画展
　６月１日(水)～５日(日)
  ※１日は美術ホールのみ開館
● 唐津篆

て ん

美
び

会
か い

展(書道展)
　６月８日(水)～12日(日)
● 一玄社書展(書道展)
　６月15日(水)～19日(日)
● からつ写友会写真展
　６月22日(水)～26日(日)
ところ　近代図書館美術ホール
開館時間　10：00～18：00(入場は17：30まで)
　最終日は17：00で終了
入場料　無料

絵本の読み聞かせ講習会
近代図書館　☎72-3467

と　き　６月23日(木)
　　　　13：30から15:30まで
ところ　近代図書館４階会議室
演　題　「心を伝える読みかたり」
講　師　�副田　ひろみさん（フリーアナウン

サー）
入場料　無料
※一時保育は事前申し込みが必要です。
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呼子大綱引
呼子市民センター産業課　☎53-7165

　町内を ｢岡組｣ ｢浜組｣ に分け３回勝負を行いま
す。岡組が勝てば豊作、浜組が勝てば大漁と言い伝
えられています。観光客の皆さんも参加して綱を
引くことができます。引きごたえのある大綱を体
感してみませんか。

◆こども綱　６月４日(土) 13：00～
　　　　　　呼子市民センター前
◆大人綱　　６月５日(日) 13：00～
　　　　　　三神社前(呼子町)

｢呼子大綱引を写そう！フォトコンテスト｣同時開催
応募資格　プロ・アマ問いません。
作�　　品　カラー・白黒とも四つ切(ワイド四つ切・
Ａ４サイズ可)の単写真
※�入賞作品は来年のポスターなどの採用対象とな
ります。

応募締切　７月８日(金)

第17回虹の松原トライアスロンin唐津開催
スポーツ振興課　☎72-9237

　全国から鉄人たちが唐津に集い、熱い戦いを繰
り広げます。沿道での温かい応援をお願いしま
す。また、コース沿線の交通を一部規制（通行禁
止）します。市民の皆さんにはご迷惑をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。
と　き　６月19日(日) 
　8：00　スイムスタート（東の浜）
　11:30ごろ　最終ランナーゴール
　(唐津ロイヤルホテル前河川敷)
ところ　虹の松原周辺
※�虹の松原内県道が午前８時
から午前10時30分まで全面
通行止めになります。

第10回福岡ソフトバンクホークス観戦応援
バスツアー参加者募集
実行委員会事務局(スポーツ振興課)　☎72-9237

と　　き　８月５日(金)
　　　　　試合開始18：00
と こ ろ　福岡ヤフオク！ドーム(福岡市)
参 加 料　Ａ指定席5,000円(40席)
　　　　　外野指定席3,200円(600席)
※観戦チケット、往復バス代込み
対戦相手　北海道日本ハム
定　　員　640人（先着順）
申込期間　６月10日(金) ～ 24日(金)
申込窓口　�スポーツ振興課、各市民センター産

業課
※申込方法など詳しくはお問い合わせください。
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近代図書館
新興町　☎72-3467
　近代図書館４階子どもコー
ナーでは「まつぼっくり」などが
読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　毎週土曜日� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　6/4･11� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　6/8　受付� 11：00～11：20
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　6/8� 10：30～12：00

相知図書館
相知町相知　☎62-4194
　相知お話会 ｢虹のぽけっと｣ な
どが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　6/4･18� 14：00～14：30
　相知図書館児童室

唐津幼稚園
西城内　☎72-3438
◆唐津幼稚園であそぼう会
　「白くまちゃん」
　砂で遊ぼう　6/7� 10：00～
　水で遊ぼう　6/21� 10：00～

認定こども園ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662
◆すこやか広場
　毎週月曜～金曜日
� 10：00～15：00

殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932
◆エンゼルひろば
　�毎週火･水･木曜日(6/2除く)、

6/4� 10：00～15：00

呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926
◆ポッポの広場　
　毎週火・水･金曜日
� 9：30～15：30

認定こども園唐津カトリッ
ク幼稚園　山下町　☎72-2755
◆カトリックひろば
　6/2･9･14･23･28� 9：00～14：00

認定こども園昭和幼稚園・なかよ
し保育園　北城内　☎72-4380
◆子育て支援「ほかほか」
　�6/1･2･6･8･9･13･14･15･16･20･22･

23･27･29･30� 10：00～15：00
※事前に連絡してください。

町田保育園子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168
◆わんぱくサロン
　�毎週月曜～土曜日(6/10･14･25

除く)� 9：00～14：00

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385
◆子育てひろば
　6/7･10･14･21･28� 10：00～11：30
◆なかよしひろば
　毎週月･水～金曜日� 10：00～15：00
　毎週火曜日� 11：30～16：30
　毎週土曜日� 8：30～13：30

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129
◆なごやか広場
　(場所：大久保コミュニティセンター)
　�毎週火･水･金曜日(6/24除く)、

6/25� 10：00～15：00

山本保育園
山本　☎78-0156
◆ひなたぼっこ（場所：山本西隣保館）
　毎週月･水･金曜日
� 10：00～15：00

認定こども園呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333
◆よいこの広場
　毎週月･水･金曜日
� 10：30～15：00

認定こども園リョーユー幼稚園
和多田　☎74-7500
◆リョーちゃんひろば
　毎週月曜～金曜日
� 10：00～15：00

青葉保育園
二タ子1丁目　☎72-4788
◆あおばのつどい
　６/7･11･15･25･28� 10：00～12：00
◆｢同じ年齢の友達と遊ぼう」
　毎週月曜～金曜日
� 10：00～15：00

平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529
◆なかよしひろば
　毎週水曜日
� 10：00～11：00
◆園庭開放など
　毎週月曜～金曜日
� 10：00～16：00
　毎週土曜日� 8：00～11：00

認定こども園相知エルアンこど
も園　相知町中山　☎51-8020
◆にこにこ広場
　6/6･8･17･22･27･29
� 10：00～15：00
◆�園開放　毎週月･水･金曜日
� 10：00～15：00

北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710
◆子育てサロン
　毎週火曜日� 10：00～11：00

認定こども園虹の森保育園
鏡　☎74-0660
◆ころころらんど
　６/6･10･15･17･21･24･28
� 10：00～
◆子育て相談・園開放
　毎週月曜～金曜日
� 10：00～15：00

認定こども園唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518
◆ルーテルひろば
　�6/1･2･6･7･10･13･14･17･20･21･

23･27･28･30� 9：00～14：00
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター市民福祉課
６月
１日
(水)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
厳木市民センター１階会議室
肥前市民センター101号会議室
13：00～16：00
市民交流プラザ(大手口センタービル
｢O
オ ー テ

tte｣３階)小会議室１
鎮西市民センター２階会議室

２日
(木)

9：00～12：00
七山公民館
10：00～15：00
北波多公民館会議室

７日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
呼子公民館

14日
(火)

9：00～12：00
相知市民センター別館第２会議室

７月
１日
(金）

13：00～16：00
打上公民館(鎮西)

金融相談
佐賀県信用保証協会　☎0952-24-4343
●肥前･鎮西･呼子地区
　6/3、7/1� 11：00～13：00
　�唐津上場商工会経営支援セン
ター　玄海事務所

●浜玉･厳木･相知･北波多･七山地区
　6/3、7/1� 14：00～15：00
　唐津東商工会　本所
●唐津地区
　6/14、7/12� 10：00～15：00
　唐津商工会議所
※相談料無料、要予約

児童総合相談
子育て支援課　相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

無料法律相談
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター市民福祉課
６月
１日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

３日
(金)

10：00～12：00
浜玉市民センター１階相談室

９日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

16日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

21日
(火)

10：00～12：00
相知市民センター１階相談室

23日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

７月
５日
(火)

10：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の１週間前から

土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎73-4486
　借地･借家などの契約や苦情
についてご相談ください。
と　き　６月16日(木)
　　　　13：30～16：00
と�ころ　市民交流プラザ（大手口セ
ンタービル「O

オ ー テ

tte」３階）小会議室１

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日 
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階市民相談室

女性・母子・父子総合相談
子育て支援課　相談室
☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

行政相談
総務課　☎72-9113
６月
１日
(水)

9：00～12：00
厳木市民センター１階会議室

２日
(木)

9：00～12：00
七山公民館
10：00～15：00
北波多公民館

７日
(火)

9：00～12：00
呼子公民館

14日
(火)

9：00～12:00
ひれふりランド(浜玉)
13:00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

15日
(水)

10：00～15：00
本庁２階第１会議室

21日
(火)

9：00～12：00
相知市民センター別館第３会議室

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
●エイズ相談
　毎週火曜日� 9：00～11：00
　6/21� 9：00～11：00、17：00～19：00
●骨髄提供希望者登録受付（要予約）
　毎週木曜日� 9：00～11：00
●肝炎ウィルス検査（要予約）
　6/21(火)� 15：00～19：00
●精神保健福祉相談（要予約）
　毎週水曜日� 13：30～16：00
●難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
●療育発達相談（要予約）
　6/1(水)� 14：00～14：30
●不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15

こころの相談
唐津市保健センター　☎75-5161
　仕事、育児、家庭、健康などの
相談に、臨床心理士が応じます。
と　き� （要予約）
　６月10日(金)� 9：30～12：00
　６月16日(木)� 14：00～16：00
ところ　唐津市保健センター（千代田町）

ひまわり鍼灸・整骨院
TEL/FAX：0955-77-2222　　〒847-0022　唐津市鏡4512-1

12:00～14:00はお昼休みです。
日曜・祝日は休診、
月曜は午後のみの診療です。

　  受付時間 月 火 水 木 金 土 日
09:00～12:00 休 ○ ○ ○ ○ ○ 休
14:00～19:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休
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【追加募集】
平成28年度ゆめさが大学・
大学院唐津校学生募集
ゆめさが大学事務局（公財）佐賀
県長寿社会振興財団
☎0952-31-4165

受講期間と開校日
● 大学基礎課程　平成30年３月
までの２年間（年間30日）

● 大学院　平成29年３月までの
１年間（年間30日）

と�ころ　高齢者ふれあい会館り
ふれ

応�募資格　おおむね60歳以上の人
※�大学院は、ゆめさが大学・佐賀
県高齢者大学卒業生に限りま
す。

入学金と受講料
● 入学金　10,285円
※大学院の入学金は不要
● 受講料　年額36,000円
追�加申込期限　平成28年６月
30日（木）
※�詳しくはお問い合わせくださ
い。

平成28年度佐賀県防火管理
講習のご案内

（一社）佐賀県消防設備安全協会
☎0952-30-2190
甲種防火管理新規講習
と�　　き　７月13日(水)、14日
(木)の２日間

と� こ ろ　唐津市相知交流文化
センター

募集人員　90人
受�付期間　６月21日(火)から
　23日(木)まで
受講料　6,500円

平成28年度保育士試験(後
期)受験対策講座受講生募集

（公社）佐賀県社会福祉士会
☎0952-36-5833
と�　き　６月５日(日)、６月19
日(日)、７月３日(日)、７月17
日(日)の４日間 

ところ　佐賀県社会福祉士会館
受講料　４日間で２万円
対�象者　保育士国家試験(後期実
施分)を受験する人

定　員　80人程度

夏季プール監視アルバイト
募集
スポーツ振興課　☎72-9237
対� 象 者　18歳から65歳までの
人で、25メートル以上泳げる
健康な人

仕�事内容　入場整理、遊泳監視
など

勤�務場所　中瀬プール、二タ子
児童プール

勤�務期間　７月19日(火)～９月
１日(木)

勤務時間　9：00～17：30
募集人数　10人程度
募集期限　６月17日(金)まで

大人の英会話・韓国語市民講
座　受講生募集
国際文化交流協会 ☎0725-22-0168
見て、聞いて、話す
　基本的なあいさつから買い物や
道案内など、簡単な会話まで外国人
講師と一緒に楽しく学習します。
受講期間
● ６月21日(火)から８月９日(火)
までの毎週火曜日

● 英会話　18:00～19:00
● 韓国語　19:30～20:30
と こ ろ　唐津市民交流プラザ
参 加 料　全８回　5,000円
　（別途教材費が2,000円）
定　　員　各先着15人
※電話で申し込んでください。

平成28年度慰霊巡拝参加者
募集
福祉総務課　☎72-9252
　厚生労働省では、戦没者を慰
霊するため、ご遺族の慰霊巡拝
を実施しています。
慰霊巡拝先
　沿海地方、東部ニューギニア、
硫黄島、ビスマーク・ソロモン諸
島、マリアナ諸島、ミャンマー、
フィリピン
※�申込方法、申込期限、巡拝の時
期など、詳しくはお問い合わ
せください。

平成27年度住民基本台帳閲
覧件数などを公表しています
市民課　☎72-9120
　請求者、請求理由などが分か
る閲覧実績は、市民課、各市民セ
ンターで見ることができます。

水道週間
６月１日～６月７日

唐津市水道局

じゃ口
から　安心とどけ　未来まで
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フリーマーケット「リサイク
ル夢市場」出店者募集
唐津市消費者グループ連絡協議会
(本庁１階市民相談室内)
☎72-9122
と　き　６月26日(日)
　　　　10：00～15：00
ところ　ふるさと会館アルピノ
出店料　１区画(2ｍ×2.5ｍ)
　　　　1,500円
区画数　70区画
出�店品目　家庭にある品物でそ
のまま使えるもの

申�込方法　６月10日(金)の午前
８時30分から、市役所本庁議
会棟１階で受け付けます。定
員になり次第締めきります。

◆�電話での申し込みや複数の区
画の申し込みはできません。
◆業者の人はご遠慮ください。

糖尿病教室　受講生募集
唐津赤十字病院　☎72-5111
と　き　７月の毎週水曜日
　　　　15：00～16：00
※13日(水)のみ
　11：00～13：00
　実食もできます(１食300円)
ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料

第23回
21世紀社会福祉セミナー
佐賀県社会福祉士会
☎0952-36-5833
　｢現代の貧困を考える｣ をテー
マに、制度の現状や課題、展望な
どについて考えるセミナーです。
と　き　６月18日(土)
　　　　13：00～16：30
と�ころ　佐賀県立生涯学習セン
ターアバンセホール

定　員　300人　受講料　無料
※事前に申し込みが必要です。

創業塾のご案内
唐津商工会議所　☎72-5141
と�　き　６月22日(水)、29日(水)、
７月６日(水)、13日(水)、17日
(日)

と�ころ　唐津市民会館３階第１
会議室

受講料　無料
定　員　35人(先着順)
注意事項
● 電話で申し込みしてください。
● 国の創業補助金申請するために
は、受講することが条件です。

男女共同参画出前講座
｢お出かけ講座志

し

援
え ん

隊
た い

｣を
ご利用ください
男女共同参画室　☎72-9239
　呼子町地域婦人会が地域に出
向き、日常の身近なことを題材
にした朗読劇を通して、男女共
同参画の考え方をわかりやすく
お伝えします。
対象になる催し
　�市民が組織する団体(自治会、
サークル、ＰＴＡなど)や、市内
に事務所を置く法人などが主
催する集会など

実施期間　平成29年３月31日まで
申�込方法　受講希望日の１か月
前までに男女共同参画室に準
備している申込書でお申し込
みください。申込書は、市の
ホームページからダウンロー
ドもできます。

6/23～29は男女共同参画
週間です
男女共同参画室　☎72-9239
　市では、｢男女共同参画週間｣
にあわせて、パネル展を開催し
ます。
と　き　６月23日(木)～29日(水)
と�ころ　市役所本庁玄関ホール
と近代図書館４階

展示内容
● 男女共同参画推進関連のパネ
ル

● 一言メッセージ入賞作品
● 市民団体の活動紹介など
※�活動紹介展示を行う市民団
体・グループを募集します。６
月17日(金)までに連絡してく
ださい。

請求件数 開示の方法
閲覧 写しの交付 その他

111 7 104 0

区　分 件数
開示請求 19
訂正請求 0
利用停止請求 0

合　計 19

処理状況

開示 8
部分開示 3
不開示 0
不存在 8
取下げ 0

不服申立て 0

開示 部分開示 不開示 不存在 取下げ
51 37 1 18 4

不服申立て 0
実施機関 件数 実施機関 件数

市長 74 選挙管理委員会 10
ボートレース競走事業 1 監査委員 0
水道事業 5 公平委員会 0
消防長 2 農業委員会 0
教育委員会 16 固定資産評価審査委員会 0
議会 3 合　計 111

情報公開制度の実施状況 個人情報保護制度の実施状況

平成27年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
情報公開室　☎72-9183
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唐津市火災予防条例の一部を改正　消防本部予防課　☎72-4149
　火気設備などの位置や構造・管理などについての条例の制定に関す
る基準を定める「対象火気省令」が改正されました。これに伴い、唐津
市火災予防条例を一部改正しました。
改正内容
　離隔距離（安全上、離さないといけない距離）が定められている対象
火気設備・対象火気器具の中に、次の設備が追加されました。
◆グリドル付こんろ
◆入力が5.8kw以下の電磁誘導加熱式調理器
施行期日　平成28年４月１日

フードバンク唐津
〒847-0022  唐津市鏡4521　　TEL/FAX  0955-77-3366

衣・食・物について一緒に考え行動してみませんか？

保健、
医療、福祉

の増進と子どもを健全に育成する等の活動

行政への苦情や要望など
ご相談ください
佐賀行政評価事務所
☎0952-22-2651
　行政の対応や説明に納得でき
ないことや、要望、お困りのこと
などがありましたら、お気軽に
ご相談ください。定例の行政相
談については21ページをご覧く
ださい。

吉村商店と進出協定を締結
企業誘致課　☎72-9208
　水産加工品製造販売の株式会
社吉村商店（唐津市海岸通）が、
生産性の向上と食品の安全性の
向上や品質管理を徹底するた
め、唐津市に新たな工場を建設
することになり、３月22日、市役
所で進出協定締結式が行われま
した。
　この協定に基づき、唐津市と
しては、各種補助金の交付など
優遇策を講じるとともに、人材
確保への協力など業務が円滑に
行われるよう支援していくこと
にしています。
　来年４月に操業を開始し、平
成35年４月までに15人の新規
地元雇用を計画されています。

６月 スマートフォン
サイト LINE@

◆�市・県民税、固定資産税、国民
健康保険税
　第１期納期限	 ６月30日(木)
　口座振替日	 ６月27日(月)
　夜間納税相談	 ６月９日(木)
	 　　23日(木)
	 の午後７時まで
問い合わせ

　税務課（☎72-9188）
◆後期高齢者医療保険料
　第１期納期限	 ６月30日(木)
　口座振替日	 ６月27日(月)
問い合わせ

　保険年金課（☎72-9123）
◆介護保険料
　第１期納期限	 ６月30日(木)
　口座振替日	 ６月27日(月)
問い合わせ

　高齢者支援課（☎70-0101）

納付のお知らせ

モーニングレース「朝ドキ!からつ」実施中

ボートレースの収益金は、学校や公民館をはじめとする公共施設の建設など、地方財政の改善に貢献しています。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

開門
時間 8:15 8:15 13:45 8:15

本場 日刊スポーツ杯 スポーツ報知杯 サマーモーニング
バトル（～7月1日）

場外
GⅠ 鳴門 GⅡ 江戸川 大村

SGグランド
チャンピオン

←(1～5日のみ)

←蒲郡ナイターミニット・オラレ呼子では
17時までの発売となります。→

地区 相談委員 地区 相談委員

唐津 佐
さ
伯
えき
　和

かず
子
こ
北波多 宮

みや
本
もと
　展

てん
光
こう

唐津 岩
いわ
本
もと
　富

とみ
子
こ

肥前 井
い
本
もと
　直

なお
人
ひと

浜玉 田
た
中
なか
　宏

ひろし
鎮西 靈

よし
山
やま
　啓

けい
二
じ

厳木 天
あま
川
かわ
 俊
とし
雄
お

呼子 谷
たに
口
ぐち
　繁

しげ
美
み

相知 井
い
手
で
かおる 七山 鬼

おに
木
き
　信

のぶ
義
よし
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鏡
きょう

１面、碧
へきぎょくせいくだ

玉製管玉
たま

2点、鉄
てつ

製
せい

刀
と う す

子１口が出土しまし
た。墳丘形態や石室構造、出土遺物から総合的に判断
すると久里双水古墳は古墳時代前期にあたる3世紀
後半頃に造られたと考えられます。
　前方後円墳という墳丘墓は古墳時代に初めて造り
出された形ですが、短い時間幅の間に、西は九州鹿児
島から東は東北南部にまで現れます。従来にない広
い範囲で、墳丘の形を同じにしようとする、人々の思
考の疎通と共有が行われたと考えられます。末盧国
がこれらの思考をどのようにして受け入れたのか、
分かりませんが、末盧国の終焉と古墳時代成立の時
期を検討する上で久里双水古墳は重要な古墳といえ
ます。

問い合わせ   生涯学習文化財課（☎72-9171）

　皆さんは古墳をご存知ですか。
学校で習った歴史の教科書や参考
書で鍵穴のような奇妙な形をした
古墳の写真や図面を見かけたはず
です。

　前回紹介した中原遺跡の墳墓は全長が約20メート
ル程度でしたが、次の段階の墓は非常に大きな規模
の墓＝墳丘へと変化します。特に著名な形が円形と
方形を組み合わせた前方後円墳です。
　末盧国で最も古い時期の前方後円墳と言われてい
るのが、唐津平野の最奥部、久里に造成された久里双
水古墳です。古墳の規模は全長約90メートル、墳丘は
自然地形を利用して造成されています。
　遺骸を埋葬した埋葬施設は後円部の中央に竪

たて

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

を配置しています。石室内からは中国製の盤
ばん

龍
りゅう

「末盧国をめぐる物語」（19）
「末盧国の終焉　久里双水古墳｣

唐津今昔物語49

唐ワンくんの

編 集 後 記　―市報からつ編集室から―
◆�夜間、急に訪れた震度４の揺れは、怖い思いをした方が（私
を含め）とても多いと思います。災害時の非常用持ち出し袋、
皆さん用意していますか？私は今まで準備していなかったの
ですが、これを機に買いそろえることにしました。これを使
う日が来ないことを願うばかりです（咲）

◆�唐津やきもん祭りに行ってきました。好天に恵まれ、お客さ
んも多く、とてもにぎわっていました。時間の経過とともに、
唐津焼独自の落ち着いた中にも華やかな魅力に魅せられて、
お茶碗と湯呑みを２つずつ購入しました。愛用しています。
� (達)

ROCKY  HAMBURGER
唐津市原1087-2　　TEL:070-5273-4867

営業時間　11:00～18:00
定 休 日　月曜（祭日の場合は火曜）
★電話予約お受けします★

ハンバーガー、チーズバーガー、
エッグバーガー、スペシャルバーガー、
ポテト、あげぱん、アメリカンドッグ　etc.

● 毎週月曜日
● １日(水) ※美術ホールのみ開館

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

６月  図書館の休館日

と　　き　6月11日(土)　受　付　8：30〜
集　　合　9:15　終了時間　15:00
集合場所　道の駅桃山天下市　距　離　11.2km
参 加 料　1,500円(昼食付)　  定　員　40人

九州オルレ唐津コース
６月のテーマ「あ・じ・さ・いウォーク」

問い合わせ   名護屋城跡観光案内所（☎82-5774）

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00〜12：00
取�扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書の
交付/戸籍謄本(全部事項証明)・抄本(個人事項証
明)の交付/戸籍届出受付/パスポートの交付/臨時
運行許可証の交付

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付	 月〜金(祝･休日除く)	 8：30〜17：00
受取時間	 月〜金(祝･休日除く)	 17：30〜20：00
	 土･祝･休日	 9：00〜12：00
受取場所	 予約をした本庁･各市民センターの当直室
受�け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世帯
の人）、印鑑登録証明書（本人）

＊�住民票にマイナンバーや住民票コードの記載を希望す
る人は、予約時にお申し出ください。

問い合わせ   市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口
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チャンネルからつ番組表（行政放送）
12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

６月の市議会本会議開催中は、番組を変更し、議会中継を放送しま
す。本会議が午後７時までに終了した場合は当日の午後７時30分
から、午後７時以降に終了した場合は終了後30分をめどに再放送
します。

今
月
の
番
組
表

時間 放送内容
お知らせ文字放送

5:30 唐津市ニュース
6:30 各課からのお知らせ
7:30 唐津市ニュース
8:30 各課からのお知らせ
9:30 前週の特集番組 再放送

番組名・内容は左表をご覧ください

11:30 各課からのお知らせ
12:30 唐津市ニュース
13:30 特集番組

番組名・内容は左表をご覧ください

15:30 各課からのお知らせ
16:30 特集番組

番組名・内容は左表をご覧ください

18:30 各課からのお知らせ
19:30 唐津市ニュース
20:30 特集番組

番組名・内容は左表をご覧ください

22:30 唐津市ニュース
23:30 各課からのお知らせ
0:30 唐津市ニュース
1:30 前週の特集番組 再放送

番組名・内容は左表をご覧ください
終了後はお知らせ文字放送

問い合わせ 市政広報課（☎72-9189）

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のため
に、文字テロップ付きで放送しています。
◎�土・日曜日は１週間の唐津市ニュースをま
とめて放送します。
◎�都合により、番組と時間を変更して放送す
る場合があります。

チャンネルからつの番組表は、市のホームページにも掲載し
ています。また、テレビのリモコンの「番組表」ボタンを押し
て見ることができます。

特
集
番
組　
番
組
編
成
の
都
合
に
よ
り
放
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

５月30日
～６月５日

北方謙三 文化講演会
「私の文学放浪」
再放送 	 唐津市バイオマスセミナー②
	 「当社のバイオガスへの取組」
	 「�木質バイオマス発電を取り巻く状況に

ついて」

６月６日
～19日

防災啓発ビデオ
「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう！」
「がけ崩れを知ろう」
「避難していてよかった　
　　　　～犠牲者ゼロをめざして～」
再放送 	 北方謙三 文化講演会
	 「私の文学放浪」

６月20日
～26日

「古唐津のぐい呑展～唐津焼陶芸家による
ギャラリートーク～」

　《十四代  中里太郎右衛門さん》
再放送 	 防災啓発ビデオ
	 「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう！」
	 「がけ崩れを知ろう」
	 「避難していてよかった　
	 　　　～犠牲者ゼロをめざして～」

６月27日
～７月３日

第５回唐津やきもん祭り オープニングイベント
「篠笛奏者 佐藤和哉 やきもん祭り

スペシャルライブ
～唐津焼のぐい呑と唐津の地酒、篠笛の音色で～」
再放送 	「古唐津のぐい呑展～唐津焼陶芸家に
	 よるギャラリートーク～」
	 《十四代 中里太郎右衛門さん》

　

名
城・
熊
本
城
の
屋
根
瓦
が
落
ち
、石
垣

が
崩
落
し
た
。木
造
の
民
家
が
押
し
つ
ぶ
さ

れ
、高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
亀
裂
が
入
っ

た
。九
州
自
動
車
道
の
路
面
が
陥
没
し
、九

州
新
幹
線
の
回
送
車
は
脱
線
し
た
。死
者
49

人
、負
傷
者
は
千
人
以
上
、熊
本
県
で
一
時
、

最
大
18
万
人
を
超
え
る
人
々
が
避
難
し
た
。

　

今
回
の
熊
本
地
震
が
想
像
を
絶
す
る
未

曾
有
の
大
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
は
申
す
迄

も
な
い
。お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
共
に
、被
災
者
の
皆

様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た

い
。市
民
の
皆
様
方
か
ら
も
、た
く
さ
ん
の

義
援
金
や
物
資
を
提
供
い
た
だ
き
、皆
様
方

の
お
心
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
ま
た
、市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を

始
め
多
く
の
方
々
が
、被
災
各
地
に
支
援
活

動
に
赴
か
れ
ご
活
躍
の
旨
、心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
。唐
津
市
と
し
て
も
、消
防
本
部
、

水
道
局
、行
政
事
務
、保
健
師
等
90
名
を
超

え
る
市
職
員
が
支
援
活
動
に
携
わ
っ
て
く

れ
た
。

　
現
在
も
多
く
の
被
災
者
が
、不
自
由
な
避

難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、不
安
を
抱
え

な
が
ら
生
活
し
て
お
ら
れ
る
。行
政
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
少
な
く
な
い
。最
低
限
の
生

活
の
保
証
は
も
ち
ろ
ん
、観
光
客
で
賑
わ
う

活
気
の
あ
る
熊
本・大
分
の
姿
を
取
り
戻
せ

る
日
ま
で
、支
援
の
手
を
と
め
て
は
な
ら
な

い
。

市 

長 

コ 

ラ 

ム
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